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0. まえがき

0.1.従来の中国語文法研究は，漢字言語にもとづいてなされていて音声言語

そのものにもとづいていなかった。そのことが，中国言語研究のより一層の

発展を妨げる大きな原因となっていると思う。

音声言語に関する考察によって，中国語においては，声調のほかに，もう

一種類の非音質的超語音「負荷排義者」一一音等が存在していることが明ら

かとなる。そこで，音等を語素に含まれる「超語元素」という文法的単位と

して，「二類四等」のように分け，意味に対応する語音にもとづいた文法論研

究を現代中国語に適用しようと試みた。

この研究は，二十世紀七，八十年代以降，次第に形成されつつある中国の

「規範的普通語」（或いは，標準語）を対象とし，文法構造，意味構造，およ

び語用構造の三つの面に対して，語音構造の面から，現代中国語文法研究を

目指すものである。

0.2.本文では，紙1隔に制限があるので，以下の問題：音等，語素，語とその

分類及び構造に限って筒要に論じる。最後に，文法的単位とそのグレイドに

ついてまとめた。

0.3.このように「音等」（音声言語における四種の非音質成分一一音高，音

勢，音長，停頓の総和）を含めて，音声言語の文法的単位を帰納すると，語

素はすべて音等を含む「音等語素」になる。このような語素は最も小さい文

法的単位ではなしもっと小さい音質的語元素と非音質的超語元素に分解さ

れる。

文においての語は音等によって，四種類に分けられ，重音等自立語（W1),

次重音等関係語（W2），次軽音等助語何ra ） ，軽音等語助（W•）のようにな

り，重音類に属する自立語何r1）と関係語（W2）は構文単位で，軽音類に属

する助語何ra ） と語助川r• ） は構形単位であることになる。

そのうち，構文単位としての語の構造は四種類：内部屈折，重音転移，附

加（重迭を含む），複合が考えられる。
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文において，語（複合語を含む。以下同じ）は音等上，「前重型」の特徴を

もっ（前綴と転義を除く）。それと対立する「前次重型Jのようなものは，語

の上位単位：詞組（「単語連結Jを含む。下同）と思われる（注1)

音声言語において，語と語の問には，いずれも切れ目がある（単純語でも

複合語でも）。一つの言語「片段」に，切れ目がなければ，その「片段」は一

つの語としか認められないが，一つの詞組の中には，必ず切れ目が存在する。

また，詞組或いは単語連結とほかの語の間には，切れ目より大きな停頓（本

文では，途切れと呼ぶ）が生じる。文の主題とそのほかの部分とを分ける場

合には，このような停頓が用いられる。

中国語における文法的単位は，語元素（m），語素（M），語（W），詞組（P),

調組群（Ps），文（S）に分けられ，文において，それぞ、れ一種の相補関係を

もっグループを構成している（第6.節参照）。それらは四種のグレイド

語素，語，詞組，文グループとなり，それらグレイドの基礎は語元素グルー

プである（第6.2.節参照）。

0.4.文中で用いた例は自分てや作ったもの，および越元任，高名凱，朱徳照，

呂叔湘，陸倹明， CHARLESN. LI先生などの著作と文学作品，教科書，文

法書から引用したものである。文中で一一注記しなかった。

各文法的単位の形式特徴とそれらの関係については，恩師松本昭先生のご

指導により服部四郎先生の「言語学の方法論Jに関する研究の方法を参考と

して，中国語の実態によって整理したものである九

その文法的単位の分類に関係がある中国語規範的普通語（音声言語）の語

音体系については，別文で全面的に述べるつもりである。

（注1) ここで言う詞組はフレーズと異なり，文中の二つ以上の構文単位となる語

の組合せを指す。単語連結は服部四郎博士の日本語においての単語連結に

準ずるものと考えてきしっかえない。

＊作成の際に，松本昭先生のご指導と貴重なご意見を頂いた。記して感謝申しあげ

る。
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1 .音等

1.1.音等の提起

従来の文法研究において，文法的単位は，漢字表記符号によって決定され

ていた抽2）。したがって，文における小さい単位から，大きい単位の分類，お

よび文成分の分類と，その成分と成分との聞の関係，また，文構造の語順な

どが十分明らかになっていない。

例えば，広〈知られている「唆死了撤人的狗」というような文は，大多数

の学者によって二義性をもっ文と考えられている。そのような文はすべて文

における語と語との聞の関係には二通りのものが存在し，意味特徴にも二通

りのものがあると見なされている。しかし，文を構成する単位に音声的な差

異の存在することは認識されていなかった。そのために，これらは，二義性

をもっ文としてしか考えられなかったのである（朱徳県（1960）『句法結構』

参照）。

だが，音声言語によって分析すれば，そのような文は，必ず二つ以上の文

として理解される。例えば，上述の「唆死了磯人的狗」を例とすれば，これ

は異なる文法成分が構成した異なる文法関係と意味関係とをもっ三つの文に

分けられる。したがって，それらの文には，二義性は存在しないことになる。

ここでは，特に音声言語における音高，音勢（或いは音量），音長，停頓（或

いは，切れ目，途切れ）という非音質的な，漢字によっては表記しわけられ

ない要素の総和を「音等」と称する。それが意味の区別を可能とする機能を

もっているので，超語音「負荷排義者」という。この研究で音等を超語元素

という文法的単位として提起した所以である。

音等を「二類四等」に分けて，それぞ、れに「重音類」，「軽音類j，「重音等」，

「次重音等」，「次軽音等J，「軽音等」と呼ぶ。符号は，「口，口， 口，。口」を

（注2) 高名凱（1957）『漢語語法論JJ;l. 7参照。
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用いる。（拙筆1995.aでは，音等を「軽重音jと称した。 1995.bでは，「音

等Jに直し，音等符号は「l口，口，口，口」のようにした。後に，松本昭先

生の意見を参考して，「句法語音結構導論（修論） 1996 .1. 8」で、は改めた。）

ここで，音等によって，前例を分析して見ょう。

(1) Ip交 l死。了 ｜機｜人。的 ｜狗（（？）唆数人的狗，狗死）

（（？）が狩人の犬をかんで、死なせた）

(2) ｜唆 ｜死。了 l強1人 ．的 ｜狗（狗唆撮人，撮人死）

（狩人をかんで死なせた犬）

(3) Ip交｜死 了 I~島l人。的 ｜狗（磁人的狗把（？）目安死了）

（（？）をかみ殺しちゃった 狩人の犬が）

この例に見られるように，それぞれの文を構成する語の構造（文成分とす

るもの）に違いがあるので，別の意味を示す，別の文が構成されているので

ある。「W」で各種の語の構造を示せば，以下のようになる。

w1：重音等自立語本体
w2：次重音等関係語（該当するものなし）
ws：次軽音等助語（ここでは文の構形形態を指す）
W4：軽音等語助（ここでは語の構形形態を指す）
w1+4：重音等自立語変体（W1+w4→w1+4)
we！：重音等自立語複合語（注3)
設定の符号で上例の三つの文を記入して見ょう。

(ll w1 w1+4 w1+4 w1 何T=4) 

(2) w1 w1+4 w1 ws w1 
(3) wc1 wa w1+4 w1 

円九「＝ 5) 

(W= 4) 

この三つの文の中の語が異なるので，語と語の聞の関係は必ず異なること

がわかろう。従来の文法分析は必ずしも正しく意味関係を示せなかったので，

これらの関係図も当然，改められる必要があるが，それは今後の検討課題と

する。例（1), (2), (3）それぞれにおいて，語と語の関係は次の通り。

（注3) 複合語は語に属する。ここに，「W吋で示すのは区別のためである。文の

分析する場合には，「w1」で示すことができる。
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(1) ｜岐 l死。了 lj鼠l人。的 ｜狗 (1) W' w•+< w•+< W' 
寸一 I一 寸一 I一

(2) inx ｜死。了 ljj鼠l人 的 ｜狗 (2) W' w•+< W' ws W' 

(3) Ip交l死 了 ljj嵐l人。的 ｜狗 (3) we• ws w•+< W' 

例（1）の中の「強｜人。的」と「明」とは領属関係で，「咳」の対象は「lj鼠｜人。的

｜狗」で，死んだのもそうである。

例（2）の中の「IJ鼠l人」は「l唆」の対象となって，死んだものである。文中の

［的」は文の構形形態である助語となっている。その文法意味は認定と従属と

いう意味を表す（第 4.節参照）ので，ここで構成されたのは動作或いは行為

と行為者との聞に存在する，ある種の認定関係を表す。即ち，「同交｜死。了lj鼠｜人」

と，「l狗」との関係を表す。

例（3）の中の「Ip交｜死」は複合語になり，「咳」と「｜死Jは両方ともその複合

語の中の語素である。「．了」という助語（文の構形形態）の文法意味は完成と

実現であり，動作或いは行為と行為者の聞に，ある種の実現関係が表されて

いる。したがって，例（3）の中の向島入。的｜狗」は，その実現した「Ip.交l死Jと

いう行為の行為者である。文中では，「Ip交l死」されたものは言わなかったが，

文成分と文成分との文法関係が意味関係を明らかにしている。

1.2.音等の設定

音等は音声言語における非音質的な音高，音勢（或いは音量），音長，停頓

（切れ目，途切れなど），四つの面からの総和である。その設定は次の通り。

(1) 音声言語において，音量（音勢）は四種の程度に分けることができる

（徐世栄（1980）『普通話語音知識』 8参照）。それらはいかなる音声言語の中

にあっても，明確な規律がある。それによって，音等を四種類に分けた（龍4）。

(2) 音声言語において，音高と音長は音量の変化に従って変わる。

それら種々の変化によって，漢字で表記されるものを音節的と非音節的な
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ものに分け，また，音節的なものを「四声」音節のものと「軽声」音節のも

のとに分けた。例えば，「陥了」の「H乞」は音節的な「四声J音節のものであ

る。それは音声言語において，いかなる場合にあっても，重音等或いは次重

音等に変わる時でも，「四声」音節のものである。「了」は音声言語において，

次軽音等の場合と軽音等の場合がある。次軽音等の場合には，「了jは，音節

的な「軽声j音節のものであり，軽音等の場合には，「。了Jは，非音節的なも
のとなる。

中国語において，いずれの音節（四声音節と軽声音節）も同じく発音過程

と見なされる：「子音三母音型子音2」（併でオョ吉）。「臨排音」は漢

文字に注音する符号系統なので，実際の語音の中のある子音（子音I ( C＇）と

子音2( c2））と個別母音すらも記入しないことがある。それら記入しない子音

と母音をすべて「零位」とすることができる。

高名凱氏60年代初めに，実験器具で，ひとつながりの語音が発音される時

の筋肉の緊張変化する情況についての考察で，「毎発一個音節，発音器官的肌

肉都有一次緊張」と言っているが，それは先に増強して，後に減小するよう

に思われる（制。もし，一つの漢字で表記したものが発音器官の筋肉の緊張を

引き起こさなければ，それは非音節的なものである。「｜店。了」という語音を

発音する場合には，発音器官の筋肉が一回の緊張過程しか起こらないので，

「。了」は非音節的なものとして，「la乞」の音節の子音2(C2）部分に取り込んだ

ものと考えられる。「｜吃jと「｜略。了」とは両方ともに単音節で，音節内部の

子音2(C2）が異なるだけである。しかし，「la乞了」を発音する場合には，発

音器官の筋肉の緊張が二回起こる。ただ，緊張の増強と減小の程度，過程を

（注4) 越元任氏（1968）は口語においてのストレスを重音と軽音二種類に分けた。

その他に，対比重音があると言った。今日の初級漢語教科書では，ストレ

スを重，中，軽のように三種類に分けているが，研究によって，徐世栄の

分類に賛成する。音量は重，次重，次軽，騒のように四種類に分けられる。

二種類や，三種類などの説は比較的に「粗略」ないいかたであると考える。

越元任（1968）『AGRAMMAR OF SPOKEN CHINESEj 1. 3. 6.参照。

（？主5) 高名凱氏の観点と違う。点については筆者『句法語音結構導論jp.40-43に

記入した。高名凱（1963）『語言学概論jp.58参照。
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完成する長さが異なるのみである。「｜略。了」と異なり，四声音節である「1nt」

と軽声音節である「了Jによって構成されたものである（次節の「吃了」例
析参照）（刷。

(3）音声言語において，種々の停頓がある。文，複文中の分文，その他，幾

つかの単語を含む文成分のようなものの前後の停頓が標点符号で示される場

合があるが，そのほかに，標点符号のない語と語の間，単語連結や詞組や，

また，ある種の文成分の前後にも意味を区別するために停頓が存在しうる。

それらの標点符号を用いない停頓は二種に分けて，一種は語と語の聞に存

在する停頓である。それを「切れ目」と呼び，“｛”で示す。もう一つは，文

の主題とするものと，文中の調組，単語連結などの後に存在する停頓である。

それを「途切れ」と呼ぴ，“！”で示す。切れ目より少し長くなりうる。

次の例をあげて見ょう。

(4) l那決l国 I1我。イ門il施l肥十日巴

（そっちの畑は私達が肥料をやろう）

(5) l他｜｜是1去年｜｜来~ I日｜本i的
（彼は去年日本に来たのだ）

(6) I針l迅。個i問1題｜．的~ I看1法il不｜ーl致
（その問題に対して，見方が異なる）

上の例（4）の中の「l那決l田」は単語連結でもあり，文の主題でもある。その

後には，途切れがある。「｜我。｛門Jと「｜施l肥」と「H巴」との間に切れ目がある。

「P巴」は文の構造形態としての助語の一つである。第4.2.節「『表情』的助語」

参照。

例（5）の中の「l他」は，文の主題であるので，後には途切れがありうるが，

もし，主題でなければ，次重音等の「｜他」となるべきである（代名詞は次重

音等関係語に属する）。それによって，「｜他」が文中の主語であることが示さ

（注6) 楊成凱氏（1995）は言語学の元理論の角度から，「陥了」という例の中の「了j

を構語の「了」と構文の「了」に分けたが，語音上の「音等」差異を区別

しなかった。楊成凱（1995）『現代漢詩語法元理論研究述要』語言研究

1995/2, p.13～24参照。
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れる。主語の「｜他」の後には途切れはあり得ないが，切れ目はある。例えば，

(7) I他~ I是｜去｜年｜｜来il日｜本十的

（（彼は）去年日本に来たのだ）

日本語訳に，例（5）の「は」と例（7）の「（は）」は表現上の重さが全く違う。

中国語では音等で区別することができる。明らかに，この二つの例の意味重

心が違う。

例中の「l是i去｜年」は単語連結なので，後に途切れがある。一般には，「是」

を特殊な動詞或いは準動調などと解釈されているが，少数学者は，それを「虚

調」とする「判断語気詞」，「構造関係調」（結構系詞）とも言っている（問。し

かし，上述のいずれの観点も音声言語に相関することがあるとは言えない。

音声言語が意味を対応する角度から考えると，音声言語において，次重音等

の「｜是」は当然，関係語に属すべき，その文法意味は指称関係を表すのであ

り，その後の名詞性をもっ語などと単語連結を構成する。ここの「l来」は移

動動詞であり，「｜日l本」はその移動の目的地である。実際に発話する場合には，

「｜来」より，「｜日i本」の重音等はややひくくなり（次重音等になる），「l来｜日｜本」

のような気がする。そのような述語より音等の低くなるものを「補語」と考

える（拙筆1995.b参照）。音等と文成分についてのことは本文の主旨からは

なれるので，提示するにとどめ，別文に述べる。例中の「．的」は文の構形形

態としての助語の一つである。第4.2.節の「『表知』的助語」参照。

例（6）の中の「1針1迭。伺｜問｜題Jは単語連結でもあり，文の主題でもあるので，

その後には，途切れがある。「1ポ一1致」は否定関係語と自立語が構成した単

語連結である。その前の語との聞に切れ目がある。例中の「．的Jは助語であっ

ても，語として，あとの語（「｜看｜法J）との間にも切れ目がある。

「日本語の途切れ方も多くの場合，中国語のそれと一致する。（4),(5）訳文参

照。なお，興味深いことに例（6）の場合の日本語訳においても，“の”の直前に

途切れをおき，“の”と“見方”の間をより連続して発話することもおこりう

（注7) 少数学者，例えば張世禄，高名凱など。張世禄（1978）『古代漢詩jp.113-114

参照。高名凱（1957）『漢語語法論』 p.89参照。
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る。点に注目したい」（松本昭先生の指摘による）。

上述のように，音等を設定することにより，漢字表記では表せない真の音

声言語形式の区分を明らかにすることができると考えられる。

2.語素

2 .1.語素の成分一一・語元素

先に述べたように，中国語の語素は音質的と非音質的な二種の語元素を含

んでいる。漢字符号で表記されたのは声調を含む音質的な語元素と見なすと

すれば，その表記されていない音等とは，非音質的超語元素というものであ

る。その特徴と中国語の文法研究における重要性とを次の例で説明しよう。

例えば，「陥了」という漢字表記からは，「食べた」（食べるという動作が完

成した）という意味も示せるし，また，「食べていないが，これから食べるj

という意味も示しうる。音声言語において，音声的には，「la乞十了」というよ

うに，重音等の「｜日乞j と次軽音等の「了」となっており，「la~」と「7」と

の聞に切れ目が存在する。しかし，「これから食べる」という意味を表す場合

には，音声的には，「iu乞。了 J というように，重音等の「la~」と軽音等の「。了」

の聞に切れ目がないだけではなくて，「。jJは「｜日乞」の音節の末尾に含まれ

ていて，独立的な音節になっていない。その故に，「l吃。了Jは一つの音節と

しか認められない。軽音等のものは非音節的性格をもち，「la乞。了」は「！日乞J

というものの「変体」と考えられる。

以上を整理してみると，以下のように説明できる。

(1) I吃（食べる） w1 
a.四声音節

b.重音等語素

c.重音等自立語（本体）

(2) ｜日乞。了（食べて…，食べよう，…） w1+4 
a.四声音節内部屈折



b 重音等語素＋軽音等語素属性

c.重音等自立語（変体）

「音等」と文法的単位 ロラ

(3) loZ; ~了（食べた） wi+wa （二つ単語の構成したもの。「l吃」と「．了J
の聞に切れ目がある。）

！日乞（食べる） w1 ((1）と同じ。（1）参照）
．了（～した） wa 
a 軽声音節

b.次軽音等語素

c.次軽音等助語（文の構形形態）

上例から見られるように，中国語において，漢字で表記されるのは音声的

言語の実態すべてではない。意味区分にとって重要な非音質的な部分は，音

等一一超語元素によってのみ示されている。

したがって，中国語において，文法上で，最も小さい文法的単位は，音声

言語においては，語元素（超語元素を含む）となる。

語元素は四種類に分けられる。語元素の符号はmを用い，四種類の符号は

それぞれ， m1,m2, m3, m4を用いる。次の通り。

語元素mの類型：

(1) 四声音節語万素 ID1o 例えば，人，有，手，

(2) 軽声音節語7じ素m2。例えば，了(le），的（de），鳴（ma),

(3) 非音節的語元素 ID3o 例えば，（花）JL, （椅）子，

(4）音等一一非音質的超語元素m¥

重音類 m~ ：重音等 ffictl，次重音等 ffict2,

軽音類 m<l.次軽音等 fficta，軽音等 ffict4,

標記：｜口， l口，口，。口。

語元素m→m1,n12, m3, m4の形式特徴と関係は次のようになる。
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図示1.

語元素
(m) 

音質的

m＇て一自由形式 一一可変性をもっ

＼四声音節

m2でづ非自由形式一一可変性をもたない

／＼軽声音節

m3ムー非音節

,/ffidl （重音等）
/ill~ （重音類）＜
/ "'-md2（次重音等）

非音質的 m• く
~ ,/  3（次軽音等）
'-m<l （軽音類）ぐ

-------ffid4 （軽音等）

四声音節語元素は可変性をもっ。例えば，「亮」（liang）は「月亮Jの「亮」
にした場合には，「～亮」（liang）に変わる。 mヘm3は可変性をもたない。

2.2.音等語素

上述の通り，中国語において，漢字で表記されたものは，完全な語素に該

当するかどうか明らかでない。音等が加わって，始めてそれが明らかとなる。

したがって，中国語の文法的単位としての語素は音等を含む「音等語素」と

言える。語素は四種の音等によって，四種類に分ける。

ここで言う語素とは音声言語の中の超音質的要素を加えたものなので，今

まで言われている『語素』とは概念を異なる。

例えば，「花JL」は知られているように，一つの音節が二つの漢字で表記さ

れているものである。しかし，音等で分析すると，四声音節と非音節とが構成

した単一音節（変体）である，二つの語素（重音等語素M＇と軽音等語素属性M•)

で構成される一単語と認める。重音等語素の「｜花jと軽音等語素属性の「。JL」

との結合となる。「，JL」は「11t,JL」そのものを構成する音節内部屈折を表す

非音節的語素属性である。「，JL」は構語形態のーっと言える。このようなもの

は，「，JL」のほかに，また幾つかある（以下の語素の類型および第5.1.節参照）。
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中国語における語素は音声言語の中の音等によって，四種類に分けられる。

語素の符号はMを用い，四種類の符号は，それぞれM1,Mz, Ms, M• を用

いる。次の通り。

語素Mの類型：

(1) 重音等音節語素M1。例えば，

｜人， I JP包， ！日乞， l看， ｜紅， 」， ｜去， l来…

(2) 次重音等音節語素Mz。例えば，

i).!, ｜把， ｜就， l也， l却， lオ， l但， i第（注札．

(3) 次軽音等軽音節語素Ms。例えば，

(a) .了(le)'.的（de),.過（gou），去（qu)'.来(lai),.泥（ne),.鳴（ma），把

(ba）。

(b）去（qu)'.来（lai),.上（shang），下（xia），旦(Ii)，漣（bian），中（zhong),

子（zi）。

(4) 軽音等非音節語素属性 M•o 例えば，

(a）。了，。的，。過，。得，。地，。着，。去，。来。

(b) 。JL,。子， 。ノト， 。乎， 。巴， 。里， 。頭， 。｛門 。

上例の中の次軽音等軽音節語素Msの中の（a）は，文の構形形態となり，（b)

は，構語形態のーっとなる。また，軽音等非音節語素属性 M• の中の（a）は，文

における語の構形形態であり，（b）は，構語形態の一つである。第3.第4.節

参照。

語素M→M1,Mz, Ms, M• の形式特徴と関係は次のようになる。

図示2.

M1四声音節，自立語素，音等変化有
重音類〈 ｜自由形式

軽音類、
'-M• 非音節，非自立語素属性，音等変化無非自由形式

（注8) 「第」は接頭辞であるが，中国語においての語は前重型であって，すべての

接頭辞が次重音等であることに注意すべきである。
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以上を帰納すると，語素という文法的単位は重音類語素と軽音類語素とに

大別される，その中では，重音類語素は語を構成する主要な要素で，軽音類

語素は語を構成する補助的な「形態」のようなものである。軽音類語素は，

構語形態（上掲M＇の（b),M4の（b）参照）と構形形態（上掲M＇の（ a), M4の（a)

参照）に分けられ，構形形態は，また，文の構形形態（上掲M＇の（ a）参照）と

文における語の構形形態（上掲 M• の（a）参照）に分けられる。

ところが，音声言語において，「語素の限界は言葉の内部要素によるのでは

なくて，外の言葉との比較の結果によって確定するものである」（Z.Harris, 

Methods in Structural Linguistics, p.163）。したがって，文において，語素

は場合によって，語棄における語でありうる（下節例参照）。

3.語とその類型

3.1. 文においての語

音声言語における語何「）は語葉研究の対象としての語より，更に広範囲に

わたる。例えば，辞典によって，「経理」は一つの語とされるが，文において，

円、圭l理」は一つの語で、もあり，別の複合語の一成分となることもある。例えば，

(8) ｜経｜理｜不｜来（社長（責任者）は来ない）

(9) ｜営l業l部唯l理l不｜来（営業部長（責任者）は来ない）

例（8）の中の「｜経｜理」は語であるが，例（9）の中の「｜営l業l部｜経1理」は複合語

なので，その中の「｜経｜理」は「l営｜業；1部」と同じ，語根語素であると認められ

る。以下の例（10), (11）の中の「｜看。得Jも，自立語変休である語と複合語におけ

る語素との違いがある。例えば，

(10) 1hA1送。JU看。得1￥青楚日巴につちからはっきり見えるでしょう）

(11) l此品。JU看。得｜見H巴（こっちから見えるでしょう）

例（10）の中の「｜看。得」は自立語変体である語で，例（11）の中の「｜看。得」は「｜看

。得｜見jという複合語における語素の一部でしかない。

したがって，音声言語によって，文においての語W を四種類：重音等自立
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語w1，次重音等関係語 w2，次軽音等助語ws，軽音等語助 w• のように分け，

それらは，文法分析上で，また，自立語本体 w1，自立語変体 wl+•(w1十w•

→ wl+•），関係語w2 と文の構形形態とする助語 ws に分けられる。中国語の

各種類型の文は，すべて四種類型の語（W→wi,w2, ws, w•）によって
構成されたものである。しかし，『語葉』の語を仮にW としても，それはW'

とw2を表すのみであろう。

3.2. 語の類型とその形式特徴

語を音等によって，以下のように分けられる。

まず，重音類の構文単位と軽音類の構形単位を分ける。それで、，構文単位

を重音等である自立語W＇と次重音等の補助構文単位である関係語 w2に分
け，構形単位を次軽音等の文の構形形態単位である「助語」wsと，軽音等の
語の構形形態単位である「語助」 w• に分ける。ここで言う構形単位には，例

えば，「l花。JL」，「｜椅。子」，「l晩上」，「｜洗洗」の中のにJし」，「。子」，「上j，「洗」

などの構語形態は含まれていない。次節および第5.1.節参照。

語Wの類型：

(1) 重音等自立語w1（本体）。例えば，
｜山， l学｜校，｜北｜京，｜椅。子，｜代表｜団，｜想， l干，｜要，｜看， l看。得｜見， l主占

住，｜進｜行，｜考｜慮，｜去， l来，｜大，｜紅， l合l這，｜偉｜大，｜熱周，｜安｜静， l公

｜司｜経l理， l聯l令i国， l大l理l石｜地｜板，｜消｜防｜隊｜員，｜梅｜蘭｜芳，｜大｜学｜校l長，

｜洗洗， l馬。馬．虎｜虎，｜高。高興l興，｜整。理整l理， l緑.？由｝由，｜老l張， l阿鴨，

l第」．．．

(2) 次重音等関係語W20例えば，

｜他， i就，｜更， i越，｜可， l却， 1f艮， i挺，｜不， l遮，｜把，｜為．了， l朝，｜札

l到，｜該， l在， l有，｜是， l品然，｜但是，｜而．且，｜子是， l所．以，「件…

(3) 次軽音等助語ws。例えば，
目了， ．的， 呪， .P馬， ．日巴， 過， 去， 来。

(4) 軽音等語助 w•。例えば，
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。了，。着，。過，。的，。得，。地，。去，。来。

語W→w1,w2, W3, w• は，次の特徴をもっ。
(1) 震音等語w1
a.四声音節が構成した自立語（複合語を含み）（本体）。

b 構文単位である自立形式。

c.文法単位である無限数の自由形式。

d.「前附加」と「転義」を除いて，すべて前重型である。

巴．語内部に切れ目がない。

(2) 次重音等語w2
a.四声音節が構成した関係語。

b.補助構文単位である非自立形式。

c.文法単位である有限数の自由形式。（d,e, (1）と同じ）

(3) 次軽音等語W3

a.軽声音節である助語。

b.文の構形形態単位である非自立形式。

c.文法単位である有限数の非自由形式。

(4）軽音等語w•

a.非音節である語助。

b.語の構形形態単位である非自立形式。

c.文法単位である有限数の附属形式。にの用語については別に詳論する）

この分類によって，重音等自立語は，名詞，動詞，形容詞を含み，次重音

等関係語は，指示代名詞（人称代名詞を含む），数量調，助動詞，副調，介詞，

連詞を含むことになる。以上の分類のほか，文における語は，また，「表知j

と「表情jとに分けられる。重音等の自立語の中では，一部分の語は，場合

によって，両方とも表現することができる。その表現の区別は音等上でも変

化がある。しかし，本文では論じない（問。

（注9) 高名凱（1957）『漢語語法論』 p.88参照。
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4.文中の自立語変体と助語

4.1.語助と自立語変体

上述によって，自立語変体は自立語と構形形態である語助とが構成した文

中の w1十w•→ w1+4 のようなものを指す。

自立語 w1 は変体 w1+4 になる場合には，語助 w• の文法意味によって，意

味が変わる。

上節にあげられた語助w・がそれぞ、れ表われる文法意味は次の通り，四つ
のグループに分けられる。

｜① 。了（現時に相関）
(1）イ
｜②。過（過去に相関）

｜喧）。着（存続様態に相関）
(3）イ
｜⑥。地（情状様態に相関）

③

④

⑦

③

 

。的（帰属範囲に相関）

。得（能動範聞に相関）

。去（趨遠方向に相関）

。来（趨近方向に相関）

例えば，「laち」という重音等自立語は単独で、文とする場合には，「iu乞！」（食

べろ！），「｜日乞？」（食べる？），また，答える時も使える：「iu乞？」（食べる？）

一一「｜日乞。」（食べる）。標点で示した意味を除けば，重音等自立語が，文中に

おける意味は語棄においての「la乞」の意味と同じである。しかし，文におい

て，それぞれ語助がつけられた場合には，その自立語変体の意味は語助によっ

て変わる。

以下にはそれぞれ語助を含む自立語変体の例をあげて見ょう。

(1) ～。了，～。過。例えば，

(12) ｜日乞。了｜飯｜再｜去（食事してから行〈）

(13) I那．本｜書l己経｜看。了l三．天了（あの本は読み始めてもう三日間にもな

る）

(14) I Dt;。過l飯l就l去了（食事してからすぐ行った）

(15) l書店本l書｜己経｜看。過l三遍了（あの本はもう三度も読んだ）

例同～（15）の中の「la乞。了j，「｜看。了」，「｜略。過」，「｜看。過」は文中でいずれも
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自立語変体w1村となっている。「。了」と「。過」はそれぞれ第（1）グループの現
時，過去に相関する文法意味を表す。例に見られたように，例（12）の中の「In乞

。了」は，「｜日乞」という行為をするところ（或いはその動作する時間に近づい

た時）であった「。了」の現時に或いはその時に相関する意味が含まれている

（注：自立語変体は「ある“時”に相関するJ意味を表すのみの場合にも，テ

ンスとならない）。同じように，例（13）の中の「l看。了」は，その動作を始める

その時に相関するという意味を表すことである。「｜看。了」と「｜三．天．了」がと

もに，動作と発話の聞の「時序」を表し，例（13）のような文は，「現在完成時」

（テンス）を表す文と言うことができる。仔U(14Jの中の「l吃。過Jは，「la乞」とい

う行為をすることが，過去に相関するという意味を表すことである。それに

よって，「l吃。過｜飯｜就｜去．了Jのような文は，「過去完成時Jを表す文と言うこ
とができる（現在，過去完成時を表す文は自立語変体にじ了」，「。過」を含み，

しかも，文の構形形態「了」（完成或いは実現という文法意味を表す）という

助語がある場合に生じるものである）。

例。ゅ の中の「l看。過Jも過去に相関する意味を表す。したがって，（15）の中

の「｜三．遍jを（16）のように，「l三．天」に直すことはできない。

(15) I~日本1書｜己経l看。過｜三．遍．了（過去時間に相関）

(16)* I那．本l書l己経｜看。過！三天了

例（15）は自立語変体「｜看。過」と，完成或いは実現という文法意味を表す助語

「了Jとがあるので，過去完成時の文となるが，（16）は間違った文である。それ

は，過去に相関する意味を表す自立語変体w1+4は，発話時までの時段を同時
に表現することができないからである。したがって，（16）は w• を「。了」にす

ることは可能でbある（例（13）のように）。しかし，（15）でも， w• を「。了j に直す

ことができる。

(I司 l司日．本l書l己

そうすれば，現在完成時の文になるのである。

(2) ～。的，～。得。例えば，

(18) 1IT乞。的l多l極．了（食べものは沢山ある）

(19) l写。的l有｜道理（書かれたことは筋が通っている）
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側 ｜日乞。得l多l極了（いっぱい食べられる）。1) ｜写。得｜有｜道l理（筋が通るように書ける）
例（18）～（21）の中の「la乞。的」，「｜写。的J，「Ip乞。得」，「｜写。得」は文中でいずれも

自立語変体W'+4となっている。その中の「。的」と「。得」はそれぞれ第（2）グ

ループの帰属範囲，能動範囲に相関する文法意味を表す。例仰の中の自立語

変体「la乞。的」は，食べられるものの帰属範囲に相関する意味を表すので，次

の闘は成立，仰は成立しないものである。

倒 l那。JLln乞。的｜多｜極．了（あそこに，食べものは沢山ある）

。3)* I他la~。的｜多l極了（宇：彼のところは食べものが沢山ある）｛削O)

例仰の音等配列は変えずに，その日本語訳のような意味を表すならば，次

のように直さなければならない。即ち，帰属範囲を表明すること。

似） ｜他｜書店。JLin乞。的｜多｜極了（彼のところは食べものが沢山ある）

例（19）の中の自立語変体「l写。的」は書かれたものの帰属範囲に相関する意味

を表すので，次の闘は成立し，（26）も成立する。

(25) I法l篇l文｜章l写。的｜有｜道．理にの文章が書いたことは筋が通っている）

(26) l他！写。的｜有｜道理（彼は書くものに筋が通っている）（＝彼は常に筋の通

る文章を書く）

注目したいのは，闘の中の「l他」は次重音等の「l他」（代名調は次重音等指

代関係語に属するものである）から変わったもので，その「｜他jは文におけ

る主題である（「｜他」の後に「途切れ」がある）。したがって，例仰のように

「｜他jを「l他」にかえたら，文の意味が変わるので，中の語助W4「。的」は「。得」

にならなければならない。側のようになる。しかも，「l他」の後に途切れはな

い（切れ目がある）。

(2恥 1他l写。的｜有l道理

側 ｜他l写。得1有l道目理（彼は筋の通った文章が書ける）

例仰の中の「｜他」は主語で，主題ではない。そこで，同じ考えかたで，

例闘のような音等配列の場合に，その中の語助W4を「。得」に直せば，次の

（注10) 「ヰ」は日本語訳が中国語原文と一致しないを示す。
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(29）のような正しい文になる（｜多｜極了→1多l極．了）。（本文の例側と側参照）

側 ｜他｜日乞。得1多1極了（彼がいっぱい食べられる）

例側，側の中の語助 w• 「。得」と例。。1), (21）の中の語助 w• 「。得」は同じよう

に，能動範囲に相関する文法意味を表す。仰の中の「l他」を「｜他」（主題）に

改めたら，仰）のような正しい文になる。

側 ｜他Irr乞。的｜多l極．了（彼は食べものが沢山ある）

例（20），側の中の自立語変体「Irr乞。得」は食べるの能動範囲に相関する意味を

表すので，その後に，能動の程度を表す語，或いは詞組などが必ずある。そ

の音等配列も「。的」を含む帰属範囲に相関することを表すものと異なる。勿

論，ここで言うルールは（21），闘にも適用される。包I），側の中の自立語変体

「｜写。得」は書くの能動範囲に相関する意味を表す，その後に能動の程度を表

すものがある。

ここで提起したいのは，上述のほか，複合語の語素成分としての「～。得」

もある。例（11）の中の「｜看。得l見」にある「｜看。得」と「｜見jはその複合語を構

成する語素である。以下あげたものは皆複合語であり，文成文として，分割

することはできない。しかも，音声言語の考察によって，それらの内部には，

切れ目もないし，音等配列も普通の二音節の複合語と同じように，前は重音

等，後は次重音等（軽声字を除く）である。自立語変体W＇＋＜と違って，文法

分析する場合には，混同することは許されない。

(31）看。得｜見，倒 Irr乞。得l了(liao），側 l想。得｜開，側 l買。得｜起，

側搬。得｜動，（36) I支IJ。得｜来， 側 l析。得｜僅，附 l説。得l園。

(3) ～。着，～。地。例えば，

側 黒l板上l写。着｜一些｜字（黒板の上に，幾つか字が書いてある）

側 湖｜面上｜瀞。着｜ー只｜天｜鵡（湖に，白鳥か泳いで、いるのだ）

(41) …i他l担1心。地l説（彼は心配そうに言った）
同 ｜軽｜々。地Ip字。着｜揺｜藍｜曲（そっと子守歌をはなうたで歌う）

例制～仰の中の「l写。着），「｜瀞。着J，「11旦｜心。地j，「｜軽｜々 。地」は文中でいず

れも自立語変体W＇刊として存在し，その中の「。着」と「。地」はそれぞれ第

(3）グループの存続様態，情状様態に相関する文法意味を表す。例制の中の白
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立語変体「｜写。着Jは，書きものの存続様態に相関する意味を表し，（40）の中の

自立語変体「鳴。着」は，湖にいる存続様態に相関する意味を表すので，一般

に，後に存続様態を表す指定されたもの（定指，或いは定量の事物）がある。

例えば，側の「l一些l字」，側の「l一．只｜天l鵡」，仰の「｜揺｜盤｜曲」は，それぞ、れ

はその中の存続様態に指定されたものである。

例制）の中の自立語変体「l担l心。地」は，心配する情状様態に相関する意味を

表し，仰の中の自立語変体「峰｜々。地」は，軽い情状様態に相関する意味を表

すので，後に，自立語としての動詞本体或いは変体を含む語と詞組などが存

在する。例えば，出I）においては，修飾されたのは動詞本体「l説」で，闘にお

いては，修飾されたのは動詞変体（存続様態を表す W1+4）「｜時。着」というこ

とである。

(4) ～。去，～。来。例えば，

制 ｜体｜不｜官官寄l銭。去l譲｜他l自｜己l買鳴（君はお金を届けて，彼に自分で買わ

せられないのか）

似） ｜書店｜銭l牟。去｜頁I？由｜条．来（その金は持って， f白条を買ってこい）

制 l体l不｜能｜寄｜銭。来｜譲｜他｜自｜己｜買．鳴（君はお金を届けて，彼に自分で買わ

せられないのか）

附 l書店l銭｜牟。来｜買｜油｜条去（その金は持って，泊条を買いに行こう）

例同～酬の中の「l寄l銭。去」，「｜牟。去j，「｜寄｜銭。来」，「l牟。来」は，文中でい

ずれも自立語変体w1+4で，その中の「。去」と「。来」は，それぞれ第（4）グルー

プの趨遠方向，趨近方向に相関する文法意味を表す。例制の「1寄｜銭。去」と例

仰の「l寄｜銭。来」は複合自立語変体であり，例制の「｜牟。去」と例制の「｜牟。来」

は単純自立語変体である。例制と糊文末の「．来jと「去」は次軽音等の文の

構形形態である助語，ここで言う自立語変体を構成する語助と違う。次節に

述べる。（筆者は1995.a, bに「去」と「来」が文においては，四種類の音等

差別があるものと言ったが，軽音類については（例文とも）本文に準じる）。

現在までのところ，一般に「去jと「来」を重音と軽音のように二種類に

分けて，音声言語の考察，分析を進めることは十分に行なわれてこなかった。

その認識は極めて不十分で、あったと思う。
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4.2.助語とその文法意味

語助W4と異って，助語W3は，ある意図を表明し，文を構成する形態のよ

うなものである。

上節にあげられた助語w3の文法意味は次の通り，二つのグループに分け
られる。それぞれは「表知」（認知を表す）と「表情」（情態を表す）のよう

に分ける。（W3についての解説は，紙幅の制限により，他文にゆずる。）

(1）「表知」の助語 (2）「表情」の助語

①．了（完成実現） ⑤．鳴（詞問反村）

②．過（経歴経験） ⑥.o巴（推量勧誘）

③．呪（持続状況） ⑦．去（行方意向）

④．的（認定従属） ⑧．来（返方意向）

以下に，それぞれについての例をあげて見ょう。

(1）客観に対する「表知jの助語。例えば，

①．了（完成実現）。例えば，

(4司lni'.;1三碗l飯．了（ご飯を三ばい食べた）

(48)1下1雨．了（雨が降った）

(49)1別｜説．了（もう言わないで、）

(50)1大｜学l生．了（もう大学生になった）

②．過（経歴経験）

(51)1教．過｜幾．年｜書（何年間か教えたことがある）

店2)1;j、1fi寺

カずある）

(53)1孫｜中l山｜先生l在｜上l海l従l事．過｜重l要。的｜草l命｜活1動（孫中山先生は上海で

重要な革命活動を従事したことがある）

(54)1他l去過｜北｜京（彼は北京に行ったことがある）

③．泥（持続状況）。例えば，

(55)1他｜在｜里l屋．暁（彼が奥の部屋にいる）

(56)1他l写｜字．泥（彼が字を書いている）
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（刊1：＆。j套l能l搬。得｜走｜両．座｜大lJlJ ．嘱（どうして二つの大きな山を運んでいく

ことができょうか）

(58)1四l鳳．児（四鳳は）

④．的（認定従属）。例えば，

(59)1岐｜死。了｜猟l人．自ヲl狗（猟人を唆んで死せた犬）

(60)1我｜去．的l是l有l山l有l水，｜風｜光1明l婦。的l地．方（私が行ったのは山もあり，

水もあり，風光明娼の所であった）

(61)1聞1'-1~ －的l書（聞一多が書かれた本だ）（並11)

(62)1魯I~真。的I~酉｜店．的｜格｜局（魯鎮の酒屋に特有な構え）

(2）主観から「表情」の助語。例えば，

⑤．鳴（詞問反村）。例えば，

(63)1体｜要｜去．鳴（君は行きたいですか）

(64)1体l不l去．鳴（君は行かないですか）（側，仰）参照）

⑥.o巴（推量勧誘）例えば，

(65)1他｜不｜知l道．日巴（彼は知らないでしょう）

(66)1－・起l去．杷（一緒に行きましょう）

⑦．去（行方意向）。例えば，

(67)1我｜寅｜菜．去（私は野菜を買いに行こう）

(68)1体l不1求l劉経｜理｜求｜誰．去（君は劉経理に頼まず誰に頼もうとするのか）

⑧．来（返方意向）。例えば，

(69)1我｜買｜菜．来（私が野菜を買ってこよう）

(70)1迭｜銭l牟。去l買l泊｜条．来（この金を持って泊条を買ってこい）

助語waとしての構形形態の文法特徴は，文中におけるある語の一部分とな

るものではなくて，文に認知，情態の意味を加え表すもので，文に属する構

形形態のようなものである。

（注11) 「l開l一l多。的l書」の意味は「開ー多の（所有している）本」である。音等の

異なるによって，意味も機能も異なる。
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5.構文単位としての語の構造

5.1.重音等語の構造

ここでは，重音等自立語という構文単位の構造を次の四種類に分類した。

①内部屈折，（2）重音転移，（3）附加語綴，（4）複合語。それぞれ構文単位として

の語構造は音声言語において，音等配列もはっきり異っている。

①内部屈折

内部屈折とは，音節内部の声調，音等など非音質的な変化と音節の後子音

（子音2(C2））の変化を示す。

(a）音節内部の声調，音等などの変イb

音声言語において，音質的成分が同じで，しかも同一漢字で表記する音節

の語は，非音質的成分声調，音等が変化を示す。例えば，「｜大l意」（d~yi)

（概要）は二つの四声音節で構成する語であるが，「｜意jが次軽音等に変わる

と，「｜大．意」（dayi)（不注意）となり，四声音節と軽声音節とで構成する語に

なる。

(b）音節内部の後子音2(c2）変化

音節の音質的成分が変化し，その変化した部分を漢字で記入する場合を指

す。例えば，前にあげた「｜花oJ~J (huar）は「｜花J(hua）という語の音節内

部の音質的成分が変化したものである。以下の例を比べてみよう。

排音符号国際音標

hu亘 xwa汁
1 . 
｜花。JL huar xwarl 

y1 jij~ 

2 . 
l椅。子 y1・Zl ji判

we1 weij~ 

3. I 
尾。巴 w長i・ ba weie~ 
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4 ;1石（｜碑） shf [ ~内］
‘・
｜｜石。頭 shi・tau [ s 1 t1 J 

上例の中の軽音等に属する「o}Lj，「。子J，「。巴」，「。頭Jなど（第2.2.節語

素の類型参照）はその音節内部屈折を表す語素属性である構語形態である。

文における語の構形形態と異なる。語の構形形態は語助で，自立語につける

と，自立語変体になる。自立語の音節内部屈折と見なせるが，同じ語の変体

を構成し，二つの語にはならない。例えば，「l花」と「l花。jし」は二つの語で

あるが，「｜日乞」と「｜吃。了」は同一語の本体と変体である。「oJL」と「。了」は

両方とも語素属性といえるが，語助とは語の構形形態をしか示さない。

(2）重音転移

重音転移とは文における構文単位とする重音等自立語と次重音等関係語

が，場合によって，音等を転移することを指す。

(a）重音等自立語の重音転移

文において，重音等自立語は文成分の修飾語（定，状，補語成分）となる

場合には，次重音等に転移することが生じるが，依然として，重音等語に属

する。例えば，本文であげた例（1）「｜日交｜死。了｜撤｜人。的｜狗」の実際音等は，「｜死

。了jと「明」が「岐」と「｜猟｜人。的」より重い，「M交」と「15鼠｜人。的jは「l死

。了jと「明」に相対して言えば，次重音等となるが，やはり重音等語に属す

る。したがって，実は，重音等自立語の重音転移は，文における中心語成分

と非中心語成分を音等で表している。（これについては今後再論する必要があ

ると考える。）

(b）次重音等関係語の重音転移

次重音等関係語は文中では，場合によって重音転移することもあるが，依

然として，次重音等語に属する。例えば，人称代名調は次重音等語であるが，

文の中では，主題となる場合には，重音等になる。例（5）参照。

上述のほか，対比文において，強調する語は対比重音に転移する。大部分

の重音等自立語或いは次重音等関係語は文中で対比重音になることがありう

る。
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文における，重音転移は文成分を区別する音等配列の形式である。

一つの実例をあげて見ょう。例えば，次の例，「走過迅座小橋」を実際の音

声言語における音等をつけて分析すれば，以下の（71），仰のように分けられる。

(7!)1走｜過｜込座l小1橋にの小橋を歩いて渡る）

(72)1走過l迅．座l小l橋にの小橋を渡ったことがある）

例。I)において，重音等自立語「｜走」と「｜過」は一つの単語連結（調組）を

構成し，「｜走」は「｜過」に対して，次重音等になり，通過の方式を表している。

したがって，例。1）の中では「1過」は全文に主要動詞であるべき。例聞におい

て，「．過」は次軽音等の構文形態とする助語なので，例仰の場合に，「｜走」は

主要動詞である。日本語訳に見られたように，例。1）と例仰における「｜走｜過」

と「｜走．過」の意味は異なる。

しかし，今まで多くの学者逮はそのようなものをすべて「補語」として説

明している。これは極めて不十分な考え方である。それに関する詳しい討論

は別の文にゆずる。

(3) 附加語綴

もし，上述の通りに，「重音転移jを文における語と語の聞の関係によって

生じるものと考えれば，「附加語綴jとは，文における語の構成形式の一つで

ある。

附加語綴というのは，二つ音節以上の自立語の中の附加成分を指す。

附加語綴は「重迭j，「詞頭」，「詞尾」，「中蔽」を含む。ここでは，附加語

綴を「加綴」と「重迭」のように二種類に分けて，更に，「加綴」を「前綴」，

「中綴J，「後綴jのように三種類に分け，「重迭」を「単音節語素の重迭」と
「複音節語素の重迭」に二種類に分ける。

(1）加綴（ の語素は附加語綴を示す）

①前綴。音等配列 ・i0口， a巳｜口， a旦．口｜口。
(a）序数。例えば，正監｜二，直一，直｜三，

(b）「称呼語」。例えば，直｜張， dこ｜王， iffil旗，
(c）形容詞。例えば，直l笑， l豆能，丑｜看，選｜庖，週z浬l園，週三旦｜嫡，

逓z旦糊｜塗，品占郎l当。



②中綴。音等配列・口．口口，口。口．口口。

(a）迭音綴。例えば，｜孤二重l零， I｛令ニ些r171', 
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(b）重複綴。例えば，｜大去二五｜方， l馬畳二車l虎， l熱畳二盟｜問。

③後綴。音等配列．口．口，口．口．口，口。口．口．口。

(a）指人の「．子」：例えば，｜妻ニ王，リLニ壬，｜孫．子， IJ臨子，｜厨．子，｜鬼i

(b）方位，範囲を表す「．上，．下，．里，．中，．漣」など，例えば，｜椅。子．上，

l院。子．里， l世1界．上，｜進｜行．中，｜情｜理．上，｜指｜導．下， l前．漣，

(c）趨向を表す「．去」，「．来J。例えば， l壊l下．去，｜牟｜出．去，｜看｜上．去， l想、｜起
．来，｜坐｜過．去， l紅1起．来，

(d）重迭綴。例えば，｜緑．泊.i由，｜厚．敦．敦， l慢．悠．悠，

(e）。不／。里／。了を含む後綴。例えば，｜湿杢直直， l花星畳二盟，拍手」巴盤

(2）重迭（ の語素は重され語綴を示す）

①単音節語素の重迭。

(a）延音型。音等配列：口．口。

＠親族称呼。例えば， l鳩ニ盟， l姐ニ盟， 1叔二塁，

＠児童用語。例えば， ｜飯ニ盟， ｜管二萱， ｜虫ニ皇， ｜毛ニ主，

＠「小名」。例えば， ｜芳二蓋， ｜蘭ニ童， ｜音量主量， l虎ニ阜，

＠其他。例えば， l娃ニ盤， ｜痔二塁。

(b）構語型。音等配列：口二日， E口。
＠重音等に属する口ニ旦型。例えば，｜説ニ塾， ｜想ニ墾， l算二重，｜洗二盗，

＠次重音等に属する巳｜口型。例えば，と主｜人，企1ノト，直1家，丘l年，直｜常，

J.111偏，直l静， d主｜軽。
②複音節語素の重迭。

(a）一重重迭

＠後綴式重迭。音等配列：口．口且旦。例えば，｜整．理畳二重， 11青．静直己萱，

｜比．試些ニ韮， l見識直直，

＠中綴式重迭。音等配列：口早1口， l口♀旦l口。例えば， l蔭二塁｜森， l馬

。馬．虎｜虎。（加綴の「中綴J参照）

(b）二重重迭（重迭の複合）
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＠後綴重迭。音等配列：口口口旦。例えば， l説直l笑直， I~先直i ？~I]iOO_, I緩

還｜慢直，

＠前綴重迭。音等配列： i巳｜口旦｜口。例えば，店主l家!E.1戸，直l年直｜月，呈

｜平｜常l常。

(4）複合語

複合語は二音節以上の重音等詞根語素を含み構成したもので，文の中では，

一つの概念意味を表すものである。

前述のように，複合語の音等配列は前重型である（前綴と意味変化の場合

を除く），音等配列は，一般に，前は重音等，後は次重音等（後綴を除く），

中聞の音節は各種の音等になる可能性がある。例えば，

1. 二音節の複合語(I口l口，~己｜口）：①弁列関係： l大｜小，｜森｜林， l運｜動，

②規定関係：恒｜花，｜外｜套，｜新l年，③引導関係： l妙｜飯，｜解｜散， l看。得｜見。

2.三音節の複合語（I口口口）：④複綜式：｜紅｜緑｜灯，｜少1年l宮。

3.四音節以上の複合語（成語など） : I小l題l大i倣，｜心｜心｜相｜印，｜大l理l石｜地

｜板。

4.緊縮式：｜北｜大，｜人l大，｜聯l合｜因。

文において，複合語は比較的自由に結合することができる語であり，辞典

にある複合語よりはるかに多い。音声言語における音等で区分してこそ，正

確に区分することができる。

5.2.次重音等語の特質

次重音等語は補助的構文単位として，大多数の場合には，単にそれを用い

て構文することはない（削2）。普通に見られているのは，次重音等語は常に，重

音等語の前，或いは後に用い，その重音等語との相関関係を表す。

（注12) 上下文により，或いはコミュニケーションの場合には，次重音等諾に属す

る語だけでも文を構成することができる。例えば，「可是」だけで，文とは

言えないが，日常会話では，場合によって，「…l可．是…」のような言葉で

も，意味を伝達する問に，ある意味を完全に表し，聴手にも通じる。その

ようなものは「未完成文」である。本文第6.1節参照。
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次重音等語は重音等語の前におかれ，重音等語との各種関係をする。それ

らは四種類に分けられる。

(1）助動関係（助動詞／動調），

(2）前置関係（前置詞／名調），

(3）修飾関係（盲目詞＜代，数，量＞／名調＜動，形＞），

(4）接続関係（接続副詞／名詞＜動，形＞）。

次重音等語は霊音等語と単語連結を構成する。次の例の の部分は単語

連結である。

(1）助動関係（助動詞／動詞）。例えば，

開直且占星（帰りたい）（叫

側直二型盟l豊嶋（煙草を吸ってもかまいませんか）

(2）前置関係（前置詞／名詞）。例えば，

倒置宣｜牟来（本を持ってこい）

。。｜給l他｜教｜鋼l琴（彼にピアノを教える）

開｜我直室庄（私は学生です）

同｜生直ヨ包亙（北京に生れた）

(79)1勉起盤ニ盤｜高l一l点。JL（彼女は妹より小し高い）

側l水1;,N山．上l流l下．米（水は山から流れてくる）

(3)11多飾関係（副詞＜代，数，量＞／名詞＜動，形＞）。例えば，

W紬直室（彼女は美しい）

側企~（ゆっくり歩く）

側己主出コ直（一つの小さい事）

制）1家｜家｜掛｜紅l灯（各家に紅灯を掛ける）

(4）接続関係（接続副詞／名調＜動，形＞）。例えば，

側己且基盤宣直（家に帰えると食事する）

上述のほか，分文の聞に接続関係を表す「連詞」は，ここでは四種類の中

（注13) 例附，刷，邸）の中の「l回l家J，「l吸｜煙」，「l日乞l飯」は「引導関係」の複合語
である。
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には入れない。

次重音等語を重音等語の後に用いるものとしては，主として，数量詞，代

詞，また幾つかの副詞がある。それらは重音等語と複合語のような音等配列

を構成する。例えば，

(86）旦過J1（どこに行く）

側宣巨ュ王（三回叩く）

相7）生担隼（彼を探す）

白9）室直ニ工（沢山ある）

文において，このように構成されたものは，切れ目もないし，いつも重音

等語について働くので，それらを文中で臨時に構成された「引導関係」の複

合語と認めよう。しかし，上例の側～側の音等配列を変えると，二つの語の

組み合せ，調組あるいは単語連結になる。次の通り。

(90)1去1明。JL（行くのはどこ？）， (91)1捻l他（探すのは彼だ），

(92)1敵｜三｜下（叩くのは三回だけ）, (93)1多｜極．了（極めて多い）（注14）。

音等によるこの分類は，二つの対立する関係を形成する：（1）次重音等語は

重音等語の前に立ち，重音等語とのある種の関係を表す。重音等語と組み合

せて単語連結を構成する。（2）次重音等語は，重音等語の後に用いる場合には，

語素となり，重音等の語素と複合語を構成するのがあり，語として，重音等

語と組み合せて詞組を構成するのもあiりうる。

6. まとめ

6.1.文法的単位

上述の語元素（m），語素（M），語（W）の上に，調組（P）という単位で

ある。調組の音等特徴は語と対立する。語の音等特徴は前重型で，詞組（単

語連結を含む）のは前次重型である。

ここで例をあげて比べて見ょう。例えば，「妙飯」（箆15）が文において，「l妙l飯j

（注14) 「l多l極．了」はまた「多くてたまらない」という強い意味を表しうる。

（注15) 越元任氏（1968）は「妙飯j，また下の「関水」について，複合語と詞組の

区別を認めていない。
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と「1＊少｜飯Jがあり，前者は複合語で，後者は詞組である。音等が異なり，内

部の切れ目のあるなしも異なる。次の例を見ょう。

(94)1我寝泊盤．去（私がチャーハンを頼みに行く）

(95)1我｜要回盤去（私はチャーハンを作りに行こう）

(96)1開｜水｜来．了（湯が来た）

側直711釆．了（水を出しに来た）
上述のように，例制の中の「｜妙｜飯」と側の中の「l開｜水」は複合語であるが，

例闘の中の「｜妙｜飯」と側の中の「｜開｜水Jは調組で，語の組み合せである。

次重音等語と重音等語が構成した「単語連結jは詞組の一類と見なされる。

第5.2節例参照。

かくして，二つ以上の構文単位一一語の組み合せを詞組と呼べば，文の構

形単位を含む語の組み合せは，調組より更に大きな文法的単位一一詞組群

(Ps）と見なされる。例えば，例。4）～側はすべて詞組群と言える刷6）。

文法分析の最も大きな単位は文である。それは，語以上のものおよびそれ

らの組み合せによって，なんらかの考えを表す，一定の文法特徴をもっ，最

も基本的な言語単位である｛注17)0 その定義に符合するものであれば，すべて文

となる。その意味上で，文を形式によって，完成文（S1）と未完成文（S2)

とに分けられる。

そうすると，中国語の文法的単位は，音声言語によって，語元素（1n），語

素（M），語（W)（複合語を含む），詞組（P)（単語連結を含む），調組群（Ps),

そして文（S)' と分けられる。

（注16) レベル高い構造は低い構造を含む。例えば，詞組群では，詞組，語を含む。

詞組では語を含む。語では語素を含む，語素では語元素を含む。筆者「句

法語音結構導論J3.1節参照。
（注17) 高名凱氏（1963）は，文が「表達完整思想的具有一定語法特徴的，最基本

的言語単位」と言ったが，筆者はその定義は意味を表す面から限定したが，

その構造（文）を構成する面から限定しなかった。不十分と思ったので，

高氏の定義の前に，文を構成する単位と，それら構造単位が文との関係を

加えて，文の定義とした。
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6.2.文法的単位のグループとそのグレイド

文において，文法的単位はそれぞれグループ他18）となっている。

語元素m : (1）四声音節語元素， m1,

(3）非音節的語元素， mヘ

語素M : (1）重音等音節語素， M1,

(3）次軽音等軽音節語素，

語 w : (1）重音等自立語， W1,

(3）次軽音等助語， W3,

M3, 

(2）軽声音節語元素， m2,

(4）非音質的超語元素， ffi4o

(2）次重音等音節語素， Mz,

(4）軽音等非音節語素属性， M•。

(2）次重音等関係語， w2,
(4）軽音等語助， W'o

調組P: ( 1）重音等単語の組み合せ， P1, 

(2）次重音等と重音等の単語連結， P20

詞組群Ps: (1）構形単位を含む語の組み合せ， Psi,

(2）語以上構文単位の組み合せ， Ps2o 

文 s : (1）完成文， S1, (2）未完成文， S20

これらグループは構造において，四つのグレイド：語素グループ，語グルー

プ，詞組（詞組群）グループ，そして文グループとなり，その基礎は，語元

素グループである。以下の図示の通り（上記符号参照）。

図示3.文法的単位のグループとそのグレイド：

文グループ

(S→S" S,) 

詞組（詞組群）グループ

(P (Ps）→P" P,, Ps" Ps,) 
語グループ

(W→W', W', W', W') 

言音素グループ

(M→M',MヘM',M') 

語元素グループ (rn→rn', rn2, rn', rn') 

（注18) ここで言う「ク、ループ」はZ.Harrisが『StructuralLinguistics』に言っ

た形式類（formkind）と完全に同じではない。
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